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はじめに
このマニュアルでは、SUSE Linux Enterprise Serverのインストールについて簡
単に説明しています。SUSE Linux Enterprise Serverでサポートされているプ
ラットフォームのアプリケーションとインストールタイプに関するさまざま
なフィールドの概要、およびインストール手順の簡単な説明について記載し
ています。

質の高いサービスも提供しています。エキスパートが、インストールまたは
設定に関する質問への回答、信頼できるセキュリティアップデートの配布、
開発プロジェクトのサポートなどを行います。

1 フィードバック
私たちは、このマニュアル、およびこの製品に含まれている他のドキュメン
トについての皆さんのコメントや提案をお聞きしたいと思っています。オン
ラインドキュメントの各ページの下部にあるユーザコメント機能を使用して、
コメントを入力してください。

2 付加的なマニュアル
本製品に関連する他のマニュアルについては、http://www.novell.com/
documentation/sles10/index.htmlを参照してください。

アーキテクチャ固有の情報
SUSE Linux Enterprise Serverターゲットのインストールを準備するために
必要な、アーキテクチャ固有の情報について説明しています。

インストールおよび管理
SUSE Linux Enterprise Serverのインストールと管理の詳細を説明していま
す。

SUSE® Linux Enterprise Desktop製品で提供されているマニュアルの概要は、
http://www.novell.com/documentation/sled10/index.htmlを参
照してください。

http://www.novell.com/documentation/sles10/index.html
http://www.novell.com/documentation/sles10/index.html
http://www.novell.com/documentation/sled10/index.html


3 ドキュメントの規則
本書では、次の書体を使用しています：

• /etc/passwd：ファイル名およびディレクトリ名

• プレースホルダ：placeholderは、実際の値で置き換えられます。

• PATH：環境変数PATH

• -ls、--help:コマンド、オプションおよびパラメータ

• user：ユーザまたはグループ

• Altキー、 Alt + F1キー :押すためのキーまたはキーの組み合わせ、キーは
キーボード上と同様、大文字で表示される

• [ファイル］、[ファイル］→ [名前を付けて保存］:メニュー項目、ボタン

• ►amd64 em64t ipf:この項は、指定されたアーキテクチャにのみ関連して
います。矢印は、テキストブロックの先頭と終わりを示します。◄

►ipseries s390 zseries:この項は、指定されたアーキテクチャにのみ関連し
ています。矢印は、テキストブロックの先頭と終わりを示します。◄

• 「踊るペンギン」(ペンギン章、↑リファレンス):これは、他のブック内の
章への参照です。

vi スタートアップガイド



パート 1 x86、AMD64、
Intel EM64TおよびItaniumプロ
セッサファミリでのインストー

ル





1インストールに関する考慮事項
この章では、x86、AMD64、Intel EM64TおよびItaniumハードウェア上にSUSE®
Linux Enterprise Serverをインストールする前に決定するすべての事項について
まとめました。x86、AMD64、Intel EM64T、ItaniumへのSUSE Linux Enterprise
Serverのインストールに関する現在のハードウェアおよびソフトウェア要件
は、1枚目のCDまたはDVDの/docuディレクトリ内に収められている印刷可
能なPDFドキュメントの『アーキテクチャ固有の情報』に記載されています。

1.1 インストールタイプ
通常、SUSE Linux Enterprise Serverは独立したオペレーティングシステムとし
てインストールされます。Xenを導入することにより、同じハードウェア上に
複数のインスタンスのSUSE Linux Enterprise Serverを実行することも可能にな
ります。ただし、XenのDomain-0インストールの制御は、一般的なインストー
ルと同様に、いくつかの追加パッケージを使用して行います。Xenのインス
トールについては、インストールシステムおよび1枚目またはDVDに収められ
ている『インストールおよび管理』に記載されています。

1.2 ブート方法
使用するハードウェアにより、SUSE Linux Enterprise Serverのインストールの
前に行う最初のブート手順として次の各ブート方法があります。
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表 1.1 ブートオプション

使用ブートオプション

最も簡単なブート方法です。このブート方法では、シ
ステムにローカルで使用可能なCD-ROMまたはDVD-
ROMドライブが必要です。

CDまたはDVDド
ライブ

1枚目のCDまたはDVD内の/bootディレクトリにある
ブートディスク用のイメージを見つけます。同じディ

フロッピーディス
クまたはUSBディ
スク レクトリ内のREADMEも参照します。コンピュータの

BIOSでUSBメモリスティックからのブートがサポート
されている場合は、USBメモリスティックからのブー
トのみが可能です。

使用するシステムのファームウェアまたはBIOSでサポー
トされている必要があります。このオプションには、

PXEまたはbootp

ネットワーク内にブートサーバが必要です。このタス
クは、別のSUSE Linux Enterprise Serverで実行できます。

SUSE Linux Enterprise Serverは、ハードディスクからブー
トすることもできます。ハードディスクからブートす

ハードディスク

るには、1枚目のCDまたはDVDの/boot/loaderディ
レクトリから、カーネル(linux)とインストールシステ
ム(initrd)をハードディスクにコピーし、ブートロー
ダに適切なエントリを追加します。

1.3 インストールソース
SUSE Linux Enterprise Serverをインストールするとき、実際のインストール
データがネットワーク、ハードウェアディスクパーティション、ローカルの
CD-ROMまたはDVDで使用可能な状態である必要があります。ネットワーク
からインストールするには、インストールサーバが必要です。インストール
データを使用可能にするには、UNXIかLinux環境の任意のコンピュータを
NFS、HTTPまたはFTPサーバとしてセットアップします。インストールデー
タをWindowsから使用できるようにするには、このデータをSMBを経由して
リリースします。

4 スタートアップガイド



ローカルネットワーク内の「SLPサーバ」を設定すると、インストールソース
をさらに簡単に選択できるようになります。詳細については、項 「インストー
ルソースを保持するサーバのセットアップ」 (第4章 リモートインストール,
↑Installation and Administration)を参照してください。

1.4 インストールターゲット
インストールの多くは、ローカルのハードディスクに行われます。そのため、
インストールシステムでハードディスクコントローラが使用できるようにす
る必要があります。RAIDコントローラなど特別なコントローラで他のカーネ
ルモジュールが必要とされる場合、カーネルモジュールのアップデートディ
スクをインストールシステムに追加します。

このほか、オペレーティングシステムを実行するのに十分なディスク容量お
よび速度を提供する、あらゆる種類のブロックデバイスがインストールター
ゲットになります。これには、iSCSIまたはSANのようなネットワークブロッ
クデバイスなどがあります。標準のUNIXパーミッションを提供するネット
ワークファイルシステム上にインストールすることもできます。ただし、こ
れらのネットワークファイルシステムは、実際のシステムを起動する前に
initramfsでサポートされる必要があるため、これらのシステムをブートす
るときに問題が発生する可能性があります。ネットワークファイルシステム
へのインストールは、異なる場所で同一のシステムを起動する必要がある場
合、または、ドメインの移行のようなXen機能を使用する必要がある場合に便
利です。

1.5 異なるインストール方法
SUSE Linux Enterprise Serverでは、いくつかのインストールの制御方法があり
ます。

• コンソールでのインストール

• シリアルコンソールを介したインストール

• AutoYaSTによるインストール

• SSHを介したインストール
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• VNCによるインストール

デフォルトでは、コンソールが使用されます。多数の類似するコンピュータ
にインストールする必要がある場合、AutoYaST設定ファイルを作成し、イン
ストールプロセスで使用できるようにすることをお勧めします。自動インス
トール章 (↑Installation and Administration)のautoyast2に関するドキュメント
も参照してください。

6 スタートアップガイド



2インストール手順
この章では、必須モードでSUSE® Linux Enterprise Serverのインストールを完
了するのに必要な手順の概要について説明します。x86、AMD64、Intel
EM64T、ItaniumへのSUSE Linux Enterprise Serverのインストールに関する詳細
は、1枚目のCDまたはDVDの/docuディレクトリ内に収められている印刷可
能なPDFドキュメントである『アーキテクチャ固有の情報』に記載されてい
ます。「リファレンス」には、YaSTを使用してシステムをインストールおよ
び設定する方法についての詳細が含まれています。

2.1 ローカルの交換可能ドライブから
のブート

インストールプロセスには、CD-ROM、フロッピードライブおよびUSBメモ
リスティックを使用できます。必要に応じてコンピュータを調整します。

1. ドライブが、BIOSでブート可能なドライブとして入力されていること
を確認します。

2. ドライブにブートメディアを挿入し、ブート手順を開始します。

3. CD、DVD、フロッピー、またはUSBディスクのブートメニューを使用
して、インストールシステムに異なるパラメータを転送できます。項
「カスタムのブートオプションを使用する」 (第4章 リモートインストー
ル, ↑Installation and Administration)も参照してください。ネットワーク上

インストール手順 7



でインストールを実行する必要がある場合は、この手順でインストール
ソースを指定します。

4. インストール中に予期しない問題が発生した場合は、セーフ設定を使用
してブートします。

2.2 ネットワーク上でのインストール
ネットワークソースを使用してインストールを実行するにはインストールサー
バが必要です。このサーバをインストールする手順は、項 「インストールソー
スを保持するサーバのセットアップ」 (第4章 リモートインストール, ↑Installation
and Administration)で説明されています。

SLPサーバが必要な場合、最初のブート画面でインストールソースとしてSLP
を選択します。ブート手順中、使用可能なインストールソースから使用する
ものを選択します。

CDまたはDVDがネットワーク内で使用できる場合は、インストールソースと
して使用します。この場合、ブートプロンプトでinstall=<URL>パラメー
タを適切な値とともに指定します。このパラメータの詳細については、項 「カ
スタムのブートオプションを使用する」 (第4章 リモートインストール,
↑Installation and Administration)を参照してください。

2.3 インストールのリモート制御
リモートコンピュータからインストールを制御するには3つのオプションがあ
ります。SSHを介するインストール、シリアルコンソールを使用したインス
トール、VNCによるインストールです。これらのオプションについては、
『アーキテクチャ固有の情報』で説明しています。このマニュアルは、1枚目
のCDまたはDVDの/docuディレクトリ内に印刷可能なPDFとして収められて
います。
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パート 2 IBM POWERでのインス
トール





3インストールに関する考慮事項
この章では、IBM POWERハードウェアへのSUSE® Linux Enterprise Serverのイ
ンストールを開始する前に決定するすべての事項についてまとめました。IBM
POWERデバイスへのSUSE Linux Enterprise Serverのインストールに関する現
在のハードウェアおよびソフトウェア要件は、1枚目のCDの/docuディレク
トリ内に収められている印刷可能なPDFドキュメントの必要条件章
(↑Architecture-Specific Information)に記載されています。

3.1 インストールのタイプ
SUSE Linux Enterprise Serverには、2種類のIBM POWER用インストール方法が
用意されています。システム全体でのインストールと、論理パーティション
(LPAR)でのインストールです。

iSeries
このタイプのコンピュータでは、LinuxはLPARにのみインストールできま
す。iSeriesのインストールには、インストールプロセス中の制御を可能に
するtelnet接続が必要です。ネットワーク内のインストールサーバをイン
ストールソースとして利用すると便利です。

pSeries
このタイプのコンピュータでは、Linuxはシステム全体にインストールで
きます。IBM pSeries p630、p655、p670およびp690では、LPARにLinuxを
インストールすることもできます。これら2つのシステムは、パーティショ
ン作成することなく起動し、システム全体にインストールすることもでき
ます(フルシステムパーティション)。インストールソースとして、CD-ROM

インストールに関する考慮事項 11



ドライブ、DVDドライブまたはネットワーク内のインストールサーバを
使用できます。

eServer i5/p5、System i5/p5、OpenPower
Linuxは、システム全体(未管理モード)またはLPARにインストールできま
す。インストールソースとして、CD-ROMドライブ、DVDドライブまた
はネットワーク内のインストールサーバを使用できます。

JS20 Blade、JS21 Blade
このタイプのコンピュータでは、Linuxはシステム全体、つまりブレード
上にのみインストールできます。インストールソースとして、CD-ROMド
ライブ、DVDドライブまたはネットワーク内のインストールサーバを使
用できます。

IntelliStation、ATXワークステーションおよびサーバ
Linuxは、システム全体にインストールできます。インストールソースと
して、CD-ROMドライブ、DVDドライブまたはネットワーク内のインス
トールサーバを使用できます。

3.2 IPLオプション
使用するハードウェアと選択したインストールタイプに応じて、SUSE Linux
Enterprise Serverをインストールするときに次の初期IPLオプションを選択でき
ます。

表 3.1 IPLオプション

使用IPLオプション

最も簡単なブート手順です。このブート手順では、シ
ステムにローカルで使用可能なCD-ROMまたはDVDド
ライブが必要です。

CDまたはDVDド
ライブ

SUSE Linux Enterprise Serverは、ネットワークからブー
トすることもできます。このブート手順では、1枚目の

ネットワーク

CDからブートサーバに適切なカーネル
(suseboot/inst64またはISERIES64)をコピーする必

12 スタートアップガイド



使用IPLオプション

要があります。ファームウェアまたはi5/OSで、ネット
ワークからブートするように選択できます。

3.3 インストールソース
SUSE Linux Enterprise Serverをインストールするには、ローカルネットワーク
か、ローカルコンピュータに搭載されているCD-ROMまたはDVDで、インス
トールファイルが必要です。LinuxかUNIXシステムをHTTP、NFSまたはFTP
として設定して、ネットワークソースを指定します。 Windowsを実行するコ
ンピュータからSMBを経由してインストールファイルを共有することもでき
ます。

ローカルネットワークで「SLPサーバ」を設定すると、インストールソースを
簡単に選択できるようになります。これは項 「YaSTを使ってインストール
サーバをセットアップする」 (第4章 リモートインストール, ↑Installation and
Administration)で説明されています。

3.4 インストールターゲット
SUSE Linux Enterprise Serverは、IBM Power上の異なる大容量ストレージメディ
アにインストールできます。

iSeries

• DASD (ハードディスク)

• IBM iSeries仮想ディスク

pSeries

• DASD (ハードディスク)

• ファイバチャンネルを経由するSAN

インストールに関する考慮事項 13



eServer i5/p5、System i5/p5、OpenPower

• DASD (ハードディスク)

• 仮想SCSI

• ファイバチャンネルを経由するSAN

JS20 Blade、JS21 Blade

• ローカルハードディスク

IntelliStation、ATXワークステーションおよびサーバ

• ローカルハードディスク

3.5 インストールシステムへの接続
SUSE Linux Enterprise Serverでは、4つのインストールシステムへの接続方法
のうち、いずれかを選択できます。この接続方法とは、SSH、VNC、シリア
ルコンソールおよび画面コンソールです。SSH、VNCまたは端末ソフトウェ
アのバージョンは、インストールシステムへの接続を開始するワークステー
ションを実行しているオペレーティングシステムによって異なります。

多くの同一パーティションまたはマシンをインストールする必要がある場合
は、AutoYaST設定ファイルを作成することをお勧めします。AutoYaST設定
ファイルを作成した後、インストールプロセスを実行できます。詳細につい
ては、項 「ルールベースの自動インストール」 (第5章 自動インストール,
↑Installation and Administration)のAutoYaSTに関するドキュメントを参照してく
ださい。
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4インストール手順
この章では、SUSE® Linux Enterprise Serverを選択したモードでインストール
するのに必要な手順の概要について説明します。IBM POWERへのSUSE Linux
Enterprise Serverのインストール準備に関する詳細は、1枚目のCDの/docuディ
レクトリにある印刷可能なPDFドキュメントの『アーキテクチャ固有の情報』
を参照してください。YaSTのインストールと設定の詳細については、YaSTに
よるインストール章 (↑Installation and Administration)およびYaSTでのシステム
設定章 (↑Installation and Administration)を参照してください。

4.1 システム全体へのインストール
次の手順は、システム全体にインストールする場合に実行します。ここでは、
ブレードセンター内の1つのブレードもシステム全体として見なします。

1 ハードウェア要件を確認します(項 「ハードウェア要件」 (第1章 必要条
件, ↑Architecture-Specific Information)も参照)。

2 ソフトウェア要件を確認します(項 「Software Requirements」 (第1章 必
要条件, ↑Architecture-Specific Information)も参照)。

3 CD-ROM、DVDまたはネットワークからのブートが可能になるようにシ
ステムを適切にセットアップします。

• pSeriesの場合は、項 「IBM pSeriesモデルへのインストールの準備」
(第2章 準備作業, ↑Architecture-Specific Information)も参照してくださ
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い。この手順は、ATXワークステーションおよびサーバにも適用さ
れます(システム全体のインストールに関してのみ)。

• eServer i5/p5、System i5/p5およびOpenPowerの場合は、項 「IBM
eServer i5/p5モデル、System i5/p5モデル、OpenPowerモデルへのイン
ストールの準備」 (第2章 準備作業, ↑Architecture-Specific Information)
も参照してください。

• JS20またはJS21 Bladeの場合は、項 「IBM JS20/JS21ブレードへのイ
ンストールの準備」 (第2章 準備作業, ↑Architecture-Specific Information)
も参照してください。

4 CD-ROM、DVDまたはネットワークからインストールを開始します。項
「インストールソースの設定」 (第2章 準備作業, ↑Architecture-Specific
Information)も参照してください。

5 ソフトウェアをインストールし、基本ネットワーク構成を実行します。
YaSTによるインストール章 (↑Installation and Administration)も参照してく
ださい。

4.2 LPARへのインストール
1 ハードウェア要件を確認します。項 「ハードウェア要件」 (第1章 必要
条件, ↑Architecture-Specific Information)も参照してください。

2 ソフトウェア要件を確認します。項 「Software Requirements」 (第1章 必
要条件, ↑Architecture-Specific Information)も参照してください。

3 インストールプロセス用にVNCクライアントを準備します。項 「VNC
による単純なリモートインストール—静的なネットワーク設定」 (第4章
リモートインストール, ↑Installation and Administration)も参照してくださ
い。

4 ファームウェアまたはi5/OS側でシステムを準備します。

• iSeriesの場合は、項 「Preparing an Installation on IBM iSeries Models」
(第2章 準備作業, ↑Architecture-Specific Information)も参照してくださ
い。
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• pSeries p630、p655、p670およびp690の場合は、項 「IBM pSeriesモデ
ルへのインストールの準備」 (第2章 準備作業, ↑Architecture-Specific
Information)も参照してください。

• eServer i5/p5、System i5/p5およびOpenPowerの場合は、項 「IBM
eServer i5/p5モデル、System i5/p5モデル、OpenPowerモデルへのイン
ストールの準備」 (第2章 準備作業, ↑Architecture-Specific Information)
も参照してください。

5 インストール中、システムにアクセスするためのクライアントを設定し
ます。項 「インストールソフトウェアの操作用クライアント」 (第2章
準備作業, ↑Architecture-Specific Information)も参照してください。

6 iSeriesの場合は、IPLソースをi5/OS側でセットアップします。項
「IPL:NWSDの起動(WRKCFGSTS *NWS)」 (第2章 準備作業, ↑Architecture-
Specific Information)も参照してください。

7 ソフトウェアをインストールし、基本ネットワーク構成を実行します。
YaSTによるインストール章 (↑Installation and Administration)も参照してく
ださい。
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パート 3 IBM System zでのイン
ストール





5インストールに関する考慮事項
この章では、IBM System zハードウェアへのSUSE® Linux Enterprise Serverの
インストールを計画する場合に決定する必要があるすべての事項についてま
とめました。IBM System zへのSUSE Linux Enterprise Serverのインストールに
関する現在のハードウェアおよびソフトウェア要件は、1枚目のCDの/docu
ディレクトリ内に収められている印刷可能なPDFドキュメントの『アーキテ
クチャ固有の情報』に記載されています。

5.1 インストールのタイプ
SUSE Linux Enterprise Serverには、2種類のIBM System z用インストール方法が
用意されています。

LPARによるインストール
別の論理パーティション(LPAR)上にあるIBM System zにSUSE Linux
Enterprise Serverをインストールすることにより、SUSE Linux Enterprise
Serverで物理メモリの特定部分を使用できるようになります。さらに、使
用するプロセッサの数を指定することもできます。このモードでは、1つ
のシステム上で複数のオペレーティングシステムを同時に実行させること
も可能です。

z/VMへのインストール
z/VM (仮想マシン)モードは、z/VMでIBM System z用SUSE Linux Enterprise
Serverをホストされているシステムとして実行します。このインストール
タイプでは、z/VMでSUSE Linux Enterprise Serverを完全制御できるという
利点があります。また、このインストールタイプでは、カーネル開発また
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はカーネルベースのデバッグを行うのに便利です。Linuxシステムのハー
ドウェア設定を変更するのが簡単です。数百のLinuxインスタンスを同時
に実行できるため、ホストされているSUSE Linux Enterprise Serverシステ
ムを作成するのも簡単です。

FCPがアタッチされたCD-ROMからのインストール
LPARまたはVMモードでは、FCPがアタッチされたCD-ROMをIPLに使用
できます。インストールデータは、CD-ROMから直接に読み取られます。

5.2 IPLオプション
使用するハードウェアおよび選択したインストールタイプに応じて、SUSE
Linux Enterprise Serverのインストール前の初期IPLに次のIPLオプションを使用
できます。

表 5.1 IPLオプション

スコープIPLオプション

いずれのインストールタイプでも使用できます。そ
の唯一の要件は、テープライブラリユニットが使用
できることです。

ESCON/FICONがア
タッチされたテープ

VMモードで使用できます。必要なデータが、z/VM
システム(FTPなどを使用して)にすでに転送されて
いる必要があります。

VMリーダ

LPARで、IPLに使用できます。インストールデー
タをCD-ROMから直接に読み取ったり、またはFTP

CD-ROMまたはサーバ

を介してインストールシステムにロードしたりでき
ます。

5.3 インストールソース
FCPがアタッチされたCD-ROMの場合、インストールデータはCD-ROMから読
み取られます。その他のIPLオプションの場合は、インストールデータは内部
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ネットワークで使用できるようにする必要があります。UNIXまたはLinux環
境では、NFSかFTPサーバとしてセットアップされているワークステーション
にインストールデータを配置できます。インストールデータをWindowsワー
クステーションから使用できるようにするには、このデータをSMB共有上に
リリースします。別の方法として、Windows用のFTPソフトウェアパッケージ
がいくつか存在しますが、問題が発生しないという保証はありません。

5.4 インストールシステムへの接続の
開始

SUSE Linux Enterprise Serverでは、3つのインストールシステムへの接続方法
があります。SSH、XまたはVNCのいずれかを選択します。インストールシス
テムへの接続を開始するワークステーションで実行されているオペレーティ
ングシステムにより、これらのアプリケーションのバージョンは異なります。
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6インストール手順
この章では、任意のモードでSUSE® Linux Enterprise Serverのインストールを
完了するのに必要な手順の概要について説明します。IBM System zへのSUSE
Linux Enterprise Serverのインストール準備に関する詳細は、1枚目のCDの/docu
ディレクトリにある印刷可能なPDFドキュメントの『アーキテクチャ固有の
情報』を参照してください。YaSTを使用したシステムのインストールおよび
設定の詳細については、「リファレンス」を参照してください。

6.1 LPARによるインストール
1 インストールの前に、初期IPLに適切なIPLオプションを選択します。

LPARインストールの場合は、［CD-ROM or Server］または［Tape］を
選択します。

2 FTPかSMBを使用するネットワークで、インストールメディアまたはそ
のデータが使用できることと、パスがYaSTからアクセスできることを
確認します。

3 次のいずれかを選択します。

• HMCを使用して、IPLをCD-ROMまたはサーバから準備します。

• FTPを使用して、テープIPLカーネル、parmfileおよび初期RAMディ
スクをテープに転送し、IOCDSを介してテープドライブが使用でき
るようにします。
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4 インストールシステムのIPLを実行します。

5 ネットワークを設定します。

6 インストールシステムへの接続タイプ(SSH、XまたはVNC)を選択し、
接続を確立します。

7 YaSTを使用して基本インストールを開始します。

8 インストールシステムの最初のIPLを実行します。

9 インストールシステムに再接続し、YaSTを起動してインストールプロ
セスを続行し、SUSE Linux Enterprise Serverを設定します。

6.2 z/VMのインストール
1 インストールの前に、初期IPLに適切なIPLオプションを選択します。

z/VMのインストールの場合は、［VMReader］または［Tape］を選択
します。

2 FTPかSMBを使用するネットワークで、インストールメディアまたは
そのデータが使用できることと、パスがYaSTからアクセスできるこ
とを確認します。

3 z/VMでLinuxゲストを作成し、メモリを割り当て、希望のネットワー
ク接続を定義します。

4 次のいずれかを選択します。

• FTPを使用して、z/VMのゲストにアクセス可能なミニディスクに
VMリーダカーネル、parmfileおよび初期RAMを転送し、VMリー
ダのIPL用REXX起動スクリプトを作成します。

• FTPを使用して、z/VMのゲストにアクセス可能なミニディスクに
テープのIPLカーネル、parmfileおよび初期RAMを転送し、REXX
スクリプトなどを使用してテープにこれらのファイルを転送しま
す。
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5 インストールシステムのIPLを実行します。

6 ネットワークを設定します。

7 インストールシステムへの接続タイプ(SSHまたはVNC)を選択し、接
続を確立します。

8 YaSTを使用して基本インストールを開始します。

9 インストールシステムの最初のIPLを実行します。

10 インストールシステムに再接続し、YaSTを起動してインストールプ
ロセスを続行し、SUSE Linux Enterprise Serverを設定します。
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